
PROFILE
Dual KOTO × KOTO（デュアール・コトコト）
梶ヶ野亜生・山野安珠美による箏デュオ。ともに沢井忠夫・沢井一恵両
氏に師事。それぞれにソリストとして定評があり、国内外問わず公演を
行っている。並行して参加ユニット、アンサンブルでの公演、録音、舞
台音楽制作、テレビ・ラジオ出演等、様々な音楽活動を展開。伝統楽器
の枠を超えた‘箏’を魅せる。

梶ヶ野 亜生（かじがの あい）
1998 年 NHK 邦楽技能者育成会第 43 期修了
2000 年 平成 12 年度文化庁芸術インターシップ研修員生
2002 年 鹿児島市教育委員会・文化協会主催「第 26 回春の新人賞」、
第 4 回鹿児島銀行財団賞 受賞
2018 年 鹿児島県文化奨励賞受賞
鹿児島県文化振興財団主催韓国派遣、国際交流基金主催南アジアツアー
4 カ国派遣、日欧舞台芸術交流会ルーマニア / インド公演、シンガポー
ルアジア芸術見本市招聘参加、アメリカ NY 芸術見本市への国際交流基
金派遣等、海外公演はこれまで 28 か国。「NHK ふれあいホール」や「題
名のない音楽会」、NHK-FM「邦楽のひととき」等のテレビラジオ出演
のほか、吉俣良 /NHK 大河ドラマ「江～姫たちの戦国～」等レコーディ

ング参加多数。桐の音学院主宰。鹿児島国際大学国際文化学部音楽学科
非常勤講師。
鹿児島アートネットワーク理事。

山野 安珠美（やまの あずみ）
1999 年 NHK 邦楽技能者育成会第 44 期修了
2002 年 平成 14 年度文化庁新進芸術家国内研修員生
2003 年 第 9 回長谷検校記念全国邦楽コンクール優秀賞受賞、山口県
芸術文化振興奨励賞受賞
2016 年 平成 28 年度エネルギア音楽賞等受賞
ロシアでのオーケストラとの共演やソロリサイタル、フランスのモンサ
ンミッシェルをはじめとする世界遺産での公演等、欧州、アジア、中南
米など、これまでの海外公演は 30 か国にのぼる。また様々な可能性を
求めソロ活動以外にも、洋楽器や民族楽器等ジャンルの異なる演奏家と
の共演、『題名のない音楽会』『にほんごであそぼ』『邦楽のひととき』
等 TV・ラジオへの出演、新作歌舞伎やフラメンコ等舞台音楽制作、
CD 録音への多数参加など、邦楽の世界にとどまることなく幅広い演奏
活動を展開。現在、沢井箏曲院教師。AUN J クラシックオーケストラ、
箏カルテット螺鈿隊メンバー。

自己PR
箏が・音楽が・人が・楽しいことが、すき！
私達の出会いは約 20 年前。10 年後、偶然にも同じ内弟子修行の道へ、寝食を共にする日々。そしてDual�Koto ×

Koto 誕生！長い歳月の中、変わらず在るのは『すき』ということ。『すき』は私達の核であり、様々な出会いを運んで

くれる翼でもあります。『すき』が音になる瞬間・・・それは人も街もみんなが繋がり、音楽が生まれる瞬間です！私た

ちは箏を通じて、そんな時間を共有できたらと考えています。

やってみたいアクティビティとコンサート
★広がる 13 本の世界！
箏（こと）の絃はたったの 13本。だけれど、だからこそ、その可能性は無限大。

駒（箏柱）を自由に配置すれば、世界に一つだけの調弦が生まれ、絃を押したり引いたり撫でたり叩いたり！お箸や

スプーンやグラスやたわしを使ってみたりと奏法も様々。誰もが多彩な音を自由に作ることができる楽器です。

★指一本で？！ --- 10 秒でカエルの歌、30 秒でキラキラ星♪
絃を押して？！ ---�チューリップの色はあなた次第♪

★箏で時空を越えよう！
江戸自体の響きって？今を生きる伝統楽器の姿とは？進化し続けるその音楽！雅でカッコイイ箏の世界を！

★「アウトリーチ」から「クロスリーチ」へ
呼吸と間から成る箏の音楽。そこには日本と、創造の世界が広がります。楽器や作品を通じて、私たちの感じる‘た

のしい’を伝え、聴衆のワクワクが再度演奏家の力になる、といった「クロスリーチ」を目指します。

【所属マネジメント】株式会社プレルーディオ
住所：〒 215-0004 神奈川県川崎市麻生区万福寺 1-16-6
　　　昭和音楽大学北校舎内
TEL： 044-953-2105　FAX：044-955-5724
担当：森 恭子　E-mail：mori@preludio.co.jp

梶ヶ野 亜生 かじがの あい
鹿児島県出身　鹿児島県在住

山野 安珠美 やまの あずみ
山口県出身　東京都在住

箏デュオ

Dual 
KOTO×KOTO
デ ュ ア ル  コ ト コ ト
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